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１
１
月
２
１
日
倉
敷
駅
付
近
鉄
道
高
架
促
進
議
員

連
盟
の
県
議
（
日
本
共
産
党
赤
坂
て
る
子
県
議
は
加

盟
し
て
い
な
い
）
及
び
市
議
会
倉
敷
駅
周
特
別
委
員

（
小
山
市
議
が
所
属
）
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
街
路
交
通
施
設
調
整
官
（
神
田
昌

幸
元
倉
敷
市
助
役
）
が
出
席
し
、「
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏

切
」
解
消
の
た
め
鉄
道
高
架
を
強
調
し
ま
し
た
。
か

つ
て
は
２
つ
以
上
の
踏
切
で
１
日
２
万
台
以
上
の
交

通
量
が
鉄
道
高
架
の
採
択
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
神
田
国
交
省
調
整
官
の
こ
の
発
言
は
、
道
路
特

定
財
源
の
一
般
財
源
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
国
土
交

通
省
の
予
算
確
保
の
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

し
か
し
寿
町
踏
切
の
「
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
」
解
消
に

６
０
０
億
円
以
上
（
関
連
事
業
を
入
れ
る
と
１
０
０

０
億
円
以
上
）
も
か
け
る
鉄
道
高
架
は
過
剰
投
資
で

す
。
県
が
財
政
危
機
で
手
を
引
き
、
公
明
党
が
主
張

す
る
よ
う
に
（
９
月
議
会
で
倉
敷
市
が
主
体
に
な
っ

て
で
も
進
め
る
こ
と
を
主
張
）
倉
敷
市
が
事
業
主
体

と
な
れ
ば
、
今
度
は
倉
敷
市
が
財
政
危
機
に
陥
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

厚
労
省
全
国
調
査
結
果
で
、
非
正
規
労
働
者
３
万

人
超
え
る
リ
ス
ト
ラ
、
正
社
員
に
も
拡
大
、
内
定
取

り
消
し
が
大
学
生
３
０
２
人
、
高
校
生
２
９
人
、
岡

山
県
内
で
も
三
菱
自
工
が
非
正
規
社
員
２
５
０
人

「
雇
い
止
め
」
、
関
連
部
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
県
内
で
非

正
規
労
働
者
５
９
２
人
が
失
業
、
な
ど
と
新
聞
各
紙

が
報
じ
て
い
ま
す
。 

非
正
規
社
員
は
、
正
社
員
の
「
半
分
以
下
」
の
低

賃
金
で
働
き
企
業
の
利
潤
増
大
に
貢
献
し
な
が
ら
、

モ
ノ
扱
い
の
よ
う
な
「
生
産
調
整
」
で
解
雇
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
大
半
が
若
者
で
す
。 

伊
東
香
織
市
長
は
「
県
の
『
改
革
プ
ラ
ン
』
に
つ
い
て

は
、
県
が
利
用
者
市
民
へ
の
配
慮
、
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
。
鉄
道
高

架
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
。
県
で
も
『
再
評
価
』
対
象
に

な
っ
た
が
『
事
業
見
直
し
』
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

県
に
対
し
て
一
日
も
早
い
実
施
を
要
望
し
、
早
期
の

都
市
計
画
決
定
を
求
め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

小
山
議
員
は
「
岡
山
県
が
『
構
造
改
革
プ
ラ
ン
』

で
、
県
補
助
の
一
方
的
削
減
、
県
施
設
の
所
在
市
町

村
へ
の
押
し
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。『
国
に
よ
る

交
付
税
削
減
』
を
理
由
に
し
な
が
ら
同
じ
削
減
を
受

け
て
い
る
市
町
村
に
負
担
を
押
し
付
け
る
の
は
不
信

感
を
増
大
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
、
倉
敷
市
と
し
て
県

と
の
交
渉
で
堅
持
す
べ
き
４
点
を
要
求
し
ま
し
た
。 

１
、
水
島
サ
ロ
ン
な
ど
県
の
施
設
は
県
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
す
べ
き
。 

 
 

２
、
肝
炎
治
療
助
成
事
業
、
重
症
心
身
障
害
児
者

通
園
事
業
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業
な
ど

「
福
祉
・
教
育
」
の
削
減
を
認
め
な
い
。 

３
、
雇
用
問
題
で
大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
求
め
、

農
漁
業
、
中
小
企
業
政
策
の
充
実
な
ど
で
内
需
喚
起
、

雇
用
確
保･

創
出
を
進
め
る
。 

４
、
倉
敷
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
を
見
直
す
。 

日
本
共
産
党
県
議
団
、
市
議
団
は

岡
山
労
働
局
に
対
し
非
正
規
社
員

の
雇
い
止
め
を
し
な
い
よ
う
大
企

業
へ
の
指
導
監
督
を
要
請
し
、
さ
ら

に
三
菱
自
工
水
島
製
作
所
及
び
関

連
部
品
製
造
企
業
を
訪
ね
非
正
規

社
員
の
雇
用
確
保
を
求
め
ま
し
た
。 

小
山
議
員
は
「
若
者
の
雇
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
の
か
。
市
長
は
大
企
業
な
ど

に
、
雇
用
確
保
の
申
し
入
れ
を
行
う

べ
き
だ
」
と
要
求
し
ま
し
た
。 

三
宅
忠
良
経
済
局
長
は
「
若
者
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
倉
敷
相
談
室
で
、

お
お
む
ね
３
５
歳
ま
で
の
就
職
相

談
を
行
い
、
多
く
の
若
者
に
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
若
者
の

雇
用
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
市
内
事
業
所
、
経
済
団
体

な
ど
に
対
し
て
、
雇
用
対
策
協
議
会

長
で
あ
る
倉
敷
市
長
名
で
毎
年
、
正

規
社
員
の
雇
用
拡
大
に
つ
い
て
要

請
し
て
い
る
が
、
今
後
、
非
正
規
社

員
の
雇
用
安
定
に
つ
い
て
も
、
岡
山

労
働
局
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

大
企
業
を
は
じ
め
市
内
事
業
所
に

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。 

１２月１９日党市議団及び余江ゆきお氏は河田育康副市長に、非正規労働者の生活と

住居保障など「急速な景気悪化を受けた市民生活への緊急対策」を申し入れました。 

寿町踏切の「開かずの踏切」解消は駅周辺住民の悲願です。１０００億円

超の大型事業、鉄道高架を止めて、２５年前都市計画決定されている地下

道及び陸橋整備・エレベーター設置などを少ない経費でつくるべきです。 


